第２号様式

会議議事録
	１　会議名
	　第４回２学期制検討委員会

	２　開催日時
	平成１６年９月２７日（月）午後３時から５時まで
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	長岡市教育センター　２階　中研修室
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大井　盛久委員　　西堀　　勉委員　　棚橋　正明委員

吉沢嘉一郎委員　　高野　紀子委員　　岡田香代子委員

穂刈　英嗣委員　　永井林一郎委員　　中川　智子委員

今成　　満委員　　齋藤　宣明委員　　南雲　　茂委員

（オブザーバー参加）

　越路町教育長　　三島町教育長　　中之島町教育長　

小国町教育長　　山古志村教育長
(事務局)

笠輪春彦教育長　佐藤伸吉学校教育課長　古塩　実管理主事
池田敏郎統括指導主事　小林美智男補佐　腮尾　理指導係長
  小林　修指導主事　吉原郁夫指導主事

	５　欠席者名
	　西岡　富雄委員

	６　議題
	（１） ２学期制先行実施校の取組に関する報告

　　①宮内小学校　　②南中学校　　③東北中学校

（２） 質疑・意見交換

（３） 今後の日程について

	７　審議結果の

概要
	（１） 先行実施校の校長が別紙資料により説明する。
　　①学期等について　　
②２学期制の評価について

　　③保護者の意見について　
④２学期制を実施して実態はどうであったか。
⑤一般的事項について、２学期制を実施して実態はどうであったか。

の５点について説明がある。

（２）主な質疑の内容
　　①成績等について、宮内小学校は個人診断シートを使用しているが、中学校ではどのようなワークシートを使用しているのかわかる範囲で教えてほしい。
　　　○ワークシートは国語・算数だけである。社会・理科・生活科等もあるが、１年目ということで、そこまで手を広げられなかった。

　　　（宮内小）
○例えば、英語であれば細かい項目についてまで、それぞれコンピュータで打ち出して、それを保護者に届ける。（南中）
○成績の観点は、テストの名前でテスト終了後、全て生徒と家庭の方に連絡をしている。（東北中）
　　②先行実施する前に、どのように保護者へ説明したか。
　　　○実施する前にＰＴＡ三役の皆さんには７月ごろ伝えた。校長会の方で検討したり先進校の視察をしたりしながら２学期制の検討に入った。（宮内小）
○昨年４月の第一回の職員会議で、職員には２学期制の導入もあるかもしれないので、検討するように指示した。その後、各分掌で検討を進めたり、先進校視察を進めたりした。（南中）
　　　○当校では、昨年６月頃から２学期制を考えてきた。自然教室はどこに入るのか、体育祭を９月初旬にするか、そのあたりから議論をはじめた。（東北中）
　　③アンケートについて伺いたい。先生方のアンケートは肯定的なものが多いが、保護者・生徒との意識の差がある。これについて説明をしてほしい。

　　　○接する時間が増えたかどうかに対しては、生徒・保護者が３分の１ぐらいの割合で、職員は７割以上だった。そのギャップについては、７月に通知表を書かないことから、子どもとの接する時間が増えたことだと考えられる。（南中）
　　④現時点での課題、問題点は何か。マイナスの面で考えられるものはないのか。問題点についてどう解決していくのか。
　　　○通知表一つとっても、当校は昨年までと同じでいいとは考えていない。なぜ、通知表があるのかという基本的な部分からとらえている。（宮内小）
　　⑤各校のアンケートの中でも、精神的なゆとりというものが先生方から感じられない。このゆとりのなさをどう考えているか。
○まとめごとの評価に時間をかけなければならない。コンピュータで一人ずつ一旦打ち出して、それを教務主任、教頭、校長がチェックし、やっと一人一人に渡される。これに時間がかかり、その基礎となる資料についても膨大な時間がかかる。そういう点でゆとりどころではない。（南中）
⑥暑さ対策についてお伺いしたい。

　　　○保護者の方がその辺を心配されている。今年度、具体的に室温など定期的に測った。午前に１、２時間勉強をして、その後は運動会の練習とか準備とかを行った。（南中）
　　　○今年度は８月２９日が体育祭、２５日から休み明けの学習とした。来年度はまだ決まったわけではない。（東北中）


	７　審議の結果の概要
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	 　議事　　（事務局からの報告）
議事に先立ちまして、何点か報告事項がございますので、事務局から報告をさせていただきます。
 ４点ほど報告をします。第１点目は、先回の会議で小中学校の全保護者へ２学期制に関するパンフレットを配付することにしておりました。８月中に原案につきまして皆様にお示しし、御意見をいただき、９月中旬までに学校を通じてすべての保護者に配付いたしましたので報告をいたします。（事務局資料１）
　　　 　 　　　 次に９月１７日に議会の文教社会委員会におきまして、竹島議員と家老議員から２学期制に関する質問がございました。その質問と答弁と要旨を掲載してあります。少し長くなりますが、「質問と答弁のポイントについて」説明させていただきます。（事務局資料２を説明する。）
　　    　　　　  ３番目に、今ほど触れましたように、去る９月10日に長岡市PTA連絡協議会主催の正副会長研修会におきまして、２学期制についての検討会の状況、３学期制と２学期制との違い、メリット・デメリット、先行的に実施している学校の事例などについて説明いたしました。市内のPTA１７０名ほどの出席があり、先行実施校の状況は１年経ってみないとわからないのでアンケートを実施してはどうか、秋休みは必要なのか、教育委員会の出したパンフレットにはよいことばかりが書いてあるが本当にそうなるのか疑問だなどの意見や質問を受けましたので報告します。
　　　　　　　　報告のその他でございますが、二つあります。先般８月１８日に「２学期制を考える市民の集い」実行委員会という組織から、長岡市教育委員会に対しまして「２学期制導入についての慎重審議の申し入れ」がありました。それについての文書の写しが委員の皆様に直接送付されたと聞いております。皆様はご存知かと思いますが、その内容については要約しますと５点でありまして、
１　１０月に結論を出すのは早い。丁寧な審議をしてほしい。
　　　　  ２　一年間という長いスパンでやっている３校の先行実施が、１年を終えないまま検討結果を出すのは早い。十分な検討をしてほしい。
３　３学期制の中で現在の教育課題は解決できるし、学期制を変えることより他に教育条件を豊かにすることが大切ではないか。
　　　　  ４　長岡市が３学期制から２学期制にする理由について議論されていない。
　　　　５　合併する市町村に周知徹底の時間、準備が必要である。
　以上のような内容の申し入れがあり、教育部長、学校教育課長が申し入れをお受けしましたことを報告します。
　　　　　　次に、これまでに市民の皆様から寄せられた御意見について報告いたします。市長への手紙が一通でございます。３校の試行が一年未満では参考にならない。慎重な審議をしてほしい。電話は３件ありました。２学期制で期待する内容は本当に期待できるのか疑問であるという電話を一本頂戴しております。１件は２学期制よりも、もっと部活動の充実をというが来ております。もう１件は市政だよりに掲載された２学期制で目指す内容は本当にそうなるのか疑問であるなどの意見であります。
　以上、報告とさせていただきます。

（１）先行実施校事例発表について
今回は、先行的に実施しています３校の経過報告をお聞きすることになっております。御多用の中、３校の校長先生方には資料の作成や今日の出席に対しまして感謝申し上げます。私たち検討委員会としましても次回がまとめとなっております。今日の話が参考になると思いますので、よろしくお願いします。委員の皆様には今までの審議経過をもとに、３校の発表をお聞きした後、質問につきまして積極的にお聞き願いたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

　　　　　　それでは、本日の議事に入ります。本日は３校から発表をしてもらい、その後、質疑・応答という時間を取りたいと考えておりますが、それでよろしいでしょうか。３校の校長先生方には、発表時間１カ校１５分以内でお願いします。なお、発表内容としましては、各学校から資料を用意してもらいました。
①　学期等について

②　２学期制の評価について

③　保護者の意見について

④　２学期制への不安や疑問に対する各学校の対応について

⑤　一般的事項について２学期制を実施して実態はどうであったかの５点について、３校にはお願いしてあります。

　それでは、初めに宮内小学校の校長先生お願いします。

　（別紙宮内小学校資料をもとに説明）

ありがとうございました。続いて南中学校の校長先生お願いします。

（別紙南中学校資料をもとに説明）

ありがとうございました。最後に東北中学校の校長先生お願いします。

（別紙東北中学校資料をもとに説明）

３校の校長先生方大変にありがとうございました。会議の冒頭事務局から、９月議会の文教社会委員会でのやり取りについての説明がありました。その中で、なぜ２学期制を導入しなければならないのか、その理念の部分や２学期制のマイナス面の検討が不十分ではないかとの竹島議員さんや家老議員さんから指摘されたとのことでありましたが、そうした指摘もぜひ意識した上で、これからの質疑をお願いしたいと思います。

成績等について宮内小学校さんからは、このような形で個人診断シートを使用しているという資料を付けてもらっているわけですが、中学校ではどのようなワークシートを使用しているのかわかる範囲で教えてほしい。

　宮内小学校を見ますと国語、算数についてのみの評価になっていますが、他の教科については評価をしないのか。また、所見等はどの程度、作業の時間を取っているのか教えてほしい。

ワーク　　シートのことを出してあるのは、国語・算数だけです。社会・理科・生活科等もあるわけですが、１年目ということで、そこまで手を広げられませんでした。また、先ほど時数という話でしたが、週に２時間くらいしかない社会科の時間ですとか、２．５時間くらいしかやっていない教科ですとワークシートをやれないということもあります。

　作成についてですが、結果がここに出ているわけでして、個人毎に、教科たとえば、国語の単元名の中に個人のデータを入れるのであります。そういうデータ入力をやってからでないと出来ないわけですので、割合時間がかかります。しかし、慣れればデータ作りは楽になるという感じがしています。

どのように生徒に、あるいは保護者にということですが、学習のまとまり毎の評価は、南中資料の１１でお話しましたように、教科によって時数等もありますので違いますが、一回目のまとまりは、７月頃までか６月の終わり頃までになるのではないか。A・B・Cの３段階に評価した内容、たとえば英語であれば「だれとでも積極的にコミュニケーションをとろうとしています。」とかについて細かい項目についてまで、それぞれコンピュータで打ち出して、それを保護者にお届けする。あるいはファイルに綴じておくような形式でやっています。保護者や生徒の皆さんに示すか示さないかは別にしましても通知表を出すためなら、やらないといけないことなのですが、夏休みの前に通知表を出さないわけですので、その分、保護者や生徒の皆さんに伝えようとファイル形式で全てコンピュータで打ち出してやっています。そのコンピュータで打ち出すとき、観点をどうするか非常に時間を取りましたが、回数を重ねて慣れてくれば、これを作るのに時間もそうかからなくなるのではと思います。職員のアンケートで、ゆとりを感じるという職員が少なかったのは、そのようなためと感じております。

成績の観点でございますが、テストの名前で、テスト終了後、全て生徒と家庭の方に連絡をさせてもらっております。

　国語であれば、国語のオリジナルテストを２回、漢字を１回やって総合点数を出し、コンピュータに打ち込んでおけば、職員は以前と比べて書くのに手間がかからないということで、７月は軽快に評価できたということでございます。

　保護者の方には、家庭訪問でデータを見ながら話をしたというのが生徒へのお知らせということであり、社会・数学・理科についても同じような評価をして示してありますので、生徒はこれを見て自分の力を確認して夏休みに学習をしていると思います。
２学期制を実施する前に保護者に２学期制はこういういいところがあるんだという説明会があったのか、また、実施する前と実施した後で変わったことがあったのかについて教えてほしい。

　　　　　　東北中さんは、４月の土曜日にPTA総会をやられ、多くの人が集まられたということで関心が非常に高かったのだと思いますが、総会の時に、２学期制についてどのような話をされたのか教えてほしい。

　２学期制を実施する前に、PTA三役の皆さんには「宮内小でも２学期制について検討しています。」と７月ごろ伝えました。「校長会の方で検討したり先進校の視察をしたりしながら、宮内小でも２学期制は検討していきます。」と最初に話しました。　　

１０月になりまして、宮内小ではPTA役員が100名ほどいるのですが、この方々にアンケートを取りました。その結果は３分の１はそういう考えだったらいいでしょう、３分の１は不安があるけれど進めてもいいでしょう、３分の１は不安が大きいので来年度はやめてほしいとの結果を得ましたので、ＰＴＡの役員の皆さんに「２学期制についてどうしましょうか」と２学期中に話しました。

　　　　　　1月の１７日に学校説明会があり、２５０名ほど参加がありました。そこには、PTAの皆さん、地域の方、市議会議員さんもおられました。そこで、私は、「２学期制を実施します」と明言しました。

　　　　　　保護者や地域の方は、２学期制を４月からやっていることがわかりますので、「バックアップします。」との声がよく聞こえてきます。PTA総会は土曜日に開催し、学校説明会も年に２回、参観日を土曜日に行い、その後、学校説明会を６月と１月に開催しています。お父さんがよく参加してくれますし、いい傾向だなあと思っております。

　昨年４月の第一回の職員会議で、職員には２学期制の導入もあるかもしれないので検討するように話をしました。その後、各分掌で検討を進めたり、先進校視察を進めたりしてきました。

　　　　　　１２月２５日にPTA運営委員会で最初に話しました。特に意見はなく、学校がやることだから見守ろうという姿勢だと受け取りました。１月に入り学校評議員の方との懇談会で話題に出しました。このときは検討段階でしたので、「先生方が大変なのではないですか。」という意見を多くいただき、「先生方の熱意を感じる。」という意見もあったように思います。

１月１４日に教育委員会との協議、その中で「２学期制について、来年試行してよろしい。」と教育委員会のお墨付きをいただきましたので、１月１６日臨時ＰＴＡ委員総会を開きました。そこでは、各学年の正副委員長を含め４０名、５０名にお話をさせてもらいました。一、二の質問もありましたが、初めてやることでもあるので何ともいえないとの意見が多かったと思いますし、学校の意欲を感じるとの意見もあったと思います。

１月２１日に、臨時のPTA総会を開き８０名を超える参加がありました。案内を出した時点では教育委員会の了解が取れていませんでしたので、来年度の教育課程に関わる大きな問題をということで集まってもらいました。「２学期制をいうなら、なぜ出さない。」という意見も出され、８０名ぐらいの中では、やるかやらないかは決定できないのと意見も出ましたので、１月２９日に再度、２学期制をやることを前提に「２学期制について」の臨時PTA総会を開催する案内を出しました。しかしながら、平日の夜ということもあり、参加人数は２１日とほとんど変わりませんでした。

生徒には私の方で２月１８日に話をし、２月２６日に各学級の代表と話し合いました。この中で、「こういうことをやるなら、なぜ、もっと早く私たちに話をしてくれなかったのか」との意見も出ました。後は、４月に入ってＰＴＡ総会で話しました。

　実施前と実施後で、何かアンケートを取ったりして変わったことがあれば、東北中学校さん教えてください。

　東北中　　学校では、昨年６月頃から２学期制をやるかどうか考えてきました。それで考えたことは、自然教室がどこに入るのかということと、体育祭が平成１４年、１５年と９月の中頃の平日だったものですから、この様子を保護者の方だけでなく一般の方々にも見せたいとの考えで、「来年度は体育祭を８月２９日の日曜日に実施したい。」という方向で８月９月にはPTA役員に話し、「何とか日曜日にしてほしい。」との声をもらっていました。それは、９月５日（日）には９０名ほどいるブラスバンド部が毎年参加している西関東大会があり、次の週の日曜日（１２日）が陸上部の大会があります。体育祭は、生徒、保護者、当然職員もその気にならないといけませんので、「日曜日に実施をしたい。」ということで、私は「体育祭は４，０００人を集めよう。」と意気込みました。保護者も生徒も地域の方々も熱く燃えた体育祭が行えてよかったと思います。現在は、アンケートをとっているところですが、よくないとの考えの方もいるかも知れませんが、９０％は「よかった」との考えのようです。

これは行事的なものでございます。９月に入って、いよいよ今度は学習に力が入ってくればいいと思っているところです。

　　　　　　
委員　　　　　南中の資料８ページ、９ページのアンケートについて伺いたい。「保護者・生徒・職員共通２学期制アンケート」の中で、９番「先生と生徒が接する時間が増えた。」の中で「評価できる」と先生方の意識が高いが、生徒も保護者もそれほど高くないように思える。接する時間が増えるということは、２学期制の一つの目玉として評価できることかなと思っているが、このことをどのように考えているのか。また、先生方へのアンケートでは肯定的なものが多いが、保護者・生徒との意識の差について説明をしてほしい。

　　　　　　　 接する時間が増えたかどうかに対しては、生徒・保護者が３分の１ぐ
らいの割合で、職員は７割以上でした。そのギャップがあるということですが、これにつきましては、７月に入ってから通知表を書かなくていい分、職員は「子どもと接しよう」と取り組んだのでありますが、そういう作業がない分、先生方は接する時間が増えたととらえたのでしょうし、生徒は先生方と部活動で接する時間はあっても担任の先生から悩み等について話を聞いてもらったという実感がなかったのだと捉えています。今後、１２月もあるわけですが、生徒の話を聞いていくということは、佐世保の事件を考えると、ノーマークで心配ないと思う子どもも含めてやっていかなければならないということで、それらも踏まえて時間をしっかり取ろうと話をしているところです。

２点目の南中職員の意識ということについてですが、左の子どもにとっての意識の数値と、右の職員にとっての意識として概ねメリットがあるという数値との差が大きいということですが、最初の年ですので、なかなか思ってもやれなかったためアンケート結果に出てきたのかなということです。２学期制に慣れてきて、生徒にとっても意識が高まるのではないかと思います。職員は意欲的な取組をしていますので、概ねメリットを感じているのではないでしょうか。

　 宮内小学校の取組で、資料の２（３）２学期制を実施してみて、現時点での課題や問題点は何か？のところで、２学期制での改革を計画的に先を見通し行ってきたつもりであるが、物事が遅れ気味になり、教職員の多忙感はあったとありますが、具体的にはどんなことなのですか。

また、試行１年目の途中で、まだ２学期も実施していない今の段階では、どんなところが問題なのかが見えてこないのではないですか。

　 現時点での課題、問題点は何か。マイナスの面で考えられるものはないのか。竹島議員さんが議会で質問をされたという点ですが、問題点についてどう解決していくのかについてお願いします。

　 具体的に述べます。通知表一つとっても、当校は昨年までと同じでいいなんて考えていません。なぜ、通知表があるのかという基本的な部分からとらえて、いいものを作ろうとしました。その結果、職員のアイデアによって３枚で６ページにもなってしまいました。でも本当に出来るのか。予算的な面から全てのことを考えて、結果的にはこうなってしまいました。一つのことをとっても、なぜ、通知表があるのか基本的な部分から自分たちでたたき出したわけです。そして、印刷費は教育委員会にお願いして、便宜を図ってもらいました。完成まで時間がかかったのは、最初は７月までに仕上げるつもりが、結果的にやっぱりいいものを作ろうとなり、８月末になりました。
今、職員は今までにないアイデアでやっています。自己評価カードを一枚差し込む。教師の評価の他に、自己評価、これを作るだけでも大変です。本当にそのように学習にしても生活指導にしても家庭訪問の資料作りにしても、これを作るだけで１ヶ月以上かかりました。もっといいものを作ろうというエネルギーが職員にありました。そういうところが、どうしても遅れ気味になった一例です。まだまだ挙げればたくさんありますが、以上です。

　 
校長先生をはじめ先生方が努力されている姿はひしひしと伝わってきます。その中で、宮内小学校さんのアンケートの中でも、あるいは、南中さんのアンケート中でも、精神的なゆとりというものが先生方からあまり感じられない。このゆとりのなさは移行期に伴うものなのか。今の話を聞いていると、これからもどんどん改良を重ねていかれると思うのですが、取り組まれる方々の中にも充実感の中でも多忙を感じることはあると思うのですが、その辺はどのように推移されるとお考えでしょうか。

　 初めて取組むことが多く、たとえば、まとめ毎の評価、それについて時間をかけなければならない。コンピュータで一人ずつ一旦打ち出して、それが間違っていたなんて言えないわけですから、それを教科主任、教務主任、教頭、校長がチェックし、よしとなって、やっと一人一人に渡される。これに膨大な時間がかかり、その基礎となる資料についても膨大な時間がかかる。そういう点でゆとりどころでないのかなという感じがします。しかしながら、一回やっておけば、２回目目はそれほど厳しくやらなくてもよいかもしれませんが、これも期待したいところてすが、そうならないかもしれません。そういう面で、ゆとりが生まれたかと言われれば、今は、一回目だからゆとりは感じられないと思っています。これは、一例ですが、校長として職員は大変な面はあったが、よく頑張ってくれたというのが率直な意見です。

　 資料３のところでご覧いただければ、一番、一目瞭然という感じがします。たとえば、ＮＯ．５「夏休み前の学習にゆとりがもてた。」は、子どもの面で書いてあります。また、「７月に入ってからもじっくりと学習に取り組むことができた。」のNO．６については、教師の面と子どもの面の、両面のような気がします。ところが、同じようにしていてもNO．４は、そんなことよりも先が見通せなくゆとりが持てなかったとあります。やはり、温度差というのを、私は一番感じました。これは私が反省をしなければならないことだと思いました。一つのことを進める、特に新しい物を作り出すときには、どうみんなで作っていくかリーダーシップを発揮するということもありますが、組織の文化、共通理解をどうするかが大切です。まだまだ力不足、でも教師のエネルギーを感じます。これが、来年になりますと、今度は一回ベースができていますので、もう少しゆとり的なものができるのではないか、そんな感じがします。

　 宮内小学校さんに、２点お尋ねしたいことがあります。１点目ですが、２（３）の現時点での課題や問題点は何か？で、今まさに小学校の方は親善陸上大会を控えていて、１０月の末には音楽会があります。これらの指導で、どこの学校でも大変ですが、実際問題、宮内小学校さんはスタッフがおられると思いますが、陸上大会の指導の取組と評価の実務をされるのは大変なのでないかと考えます。その辺りの実態を聞かせていただきたい。

　　　　　　加えて校長先生の私見で結構ですが、各種団体が主催する事業の開催時期の見直しは、どの辺りのタイミングがいいのか聞かせてほしいです。

　 ２点目は、各教材業者の市販の安い集計ソフトが出ているのですが、宮内小学校さんは、学校独自で作られたソフトか市販のものかお聞かせ願いたい。

　 はじめに診断シートについてですが、教材屋さんのものを基に学校
独自で作っています。

　　　　　　次に、行事課題の面についてですが、資料１の年間行事計画をご覧ください。具体的に親善陸上等の話がでてきましたので、親善陸上についてお話をさせていただきます。小学校の親善陸上大会は９月２８日にあります。私も学校に７時に来て子どもたちと一緒に移動することにしています。これが、一つあります。１０月に入りまして、１０月６日にほほえみ交流会です。障害児学級を持っている小・中学生が集まり交流を行います。宮内小学校は秋休みですが、障害児学級３クラスの子どもたちは職員と共に参加をします。もう一つ、１０月２６日親善音楽会で、全小学校がいくつかのブロックに分かれてやる音楽会です。宮内小学校は２６日ですが１５日から始まるところもあります。もう一つは３１日、親子ふれあいデーというがあります。これは日曜日に行うもので宮内小学校単独です。
　　　　　　これだけ小学校の場合、各種行事が接近しているのです。では、一学期に何かあるのかといえば何もない。私はそこを改善しないといけないと思っています。具体的にどうやっていけばいいのか、まだ見えていません。ただ、親善陸上に関しては時期的には現状で、親善音楽会に関しては、何も秋でなくても雨の心配がいらないわけですから…。考えるのは今後、合併等になったら大きな問題になると感じています。具体的にもうこれ以上言えません。

　 どうして２学期制を導入しなければならないかという基本的なことについては、各学校とも２学期制の効果等についての一番始めに、「２学期制を実施するにあたって学校として目指したこと」というところで、学校としての考え方、なぜ２学期制を取り入れたか述べられていますが、そういうことも含めて何か質問がありましたら、お願いします。

　　　　　２学期制の理念についてお書きいただいていると思うのですが、時間的精神的なゆとりを子どもたちがもつ。その中で学習、学校行事に生かしていくという点について、子どもと職員にギャップが見られると思います。

まだ、浸透していくのに少し時間がかかると考えますと、２学期制を実施するのがいいのか悪いのかもう少し検討が必要なのでないのかというのが一点と、夏休み中の条件が、暑さ対策を取っているところもあるようですが、まだまだ厳しいのではないか。特に、今年のように夏の暑さが異常に厳しいところがありました。夏休み中、子どもたちを集めての活動が、暑さが気にならない行事をもって来ればできるのかもしれませんが、そのような活動だけを夏休み中にやるわけにいきませんし、暑さ対策については予算面とかは行政が今後考えていくことだと思います。その点について、今後の見通しを聞かせいただきたい。

　　　　　　保護者の方がその辺を心配されまして、今年度、具体的に室温など定期的に測ってくれました。今年は早く夏休みに入り、暑いときにやめてよかった。その分、夏休みを早く切り上げたわけなのですが、今年はそう残暑が暑くありませんでした。それが、毎年そうだというわけではありませんので、南中学校は夏休みの後半授業をやるわけなのですが、午前に１、２時間勉強をして、後は運動会の練習とか準備とかをやりました。外での運動会練習は暑すぎてということもありますので、暑さ対策のため、全員に帽子を用意させ、練習をやりました。１、２時間にしろ夏休みの後半暑いときでしたので心配の面もありました。それにつきましては、もし暑ければレンタルで扇風機も考えてみましたが、幸い今年は暑くなくてよかったです。今年度は夏休みのこの時期に運動会をやることがベターなのだろうと実施したわけですが、それについての見直しはしていかなければなりません。

　　　　　　たまたま今年度は８月２９日が体育祭、２５日から休み明けの学習ということでございましたが、来年度もそうだと決まったわけではありません。その年その年で検討させていただいていくということです。今年度は、天候に恵まれて午前中は体育祭の練習、午後は諸活動をさせていただいて熱中症にならなかったのですが、夏休みに入る前に今年度は会議室、図書室等にクーラーを入れさせていただきましたので、チャレンジ学習には非常に良かったわけです。ただ、夏休み全校一斉ということになると暑いところもあったと思いますが、休みながらやれたところもありますので、絶対に２５日からやってはならないということではないと思います。工夫すれば、例えば全体的な講話とかをすれば何とかしのげると思います。

３校の校長先生方、いろいろとありがとうございました。以上で本日の話し合いを終了させていただきます。

次回の開催日について、事務局案をお願いします。

（２）今後の日程について

　　　　第５回目の検討委員会は１０月２０日水曜日。この教育センターの大会議室で午後３時からお願いしたいと考えております。いかがでしょうか。

　　次回は、最終検討委員会の予定です。そのまとめ方ですけれども、現段階での実施の可否について、実施するかしないかが最終的な報告事項になっております。もしするとしたならば、いつ頃から、どのような方法でやるかということについて皆さんから一人一人御意見をお聞きし、検討委員会としての方向性を出したいと考えております。もちろん、この二つに限らず、さらに検討を尽くすために検討委員会を今後も継続して、そこで結論を出すべきだという意見もあるかと思います。
次回は、自由に皆さん御一人ずつの考えをお聞かせ願いたいと考えておりますので、よろしくお願いします。

最後に、閉会のあいさつを草間副委員長さんお願いします。

　　　今日は３校の先生方から御出席いただいて、資料を用意のうえ丁寧に説明をしていただき、ありがとうございました。

３校の先生方から話をお聞きしまして、良かった点とまだまだ改善が必要だという正直なお話を聞かせていただいて非常に勉強になりました。残すところあと１回となり、厳しい状況でございますが、まだまだいろいろな情報を仕入れないといけないと思います。また、各学校におかれましても保護者によって温度差があり、先生方によっても温度差があるのではないかと感じております。各学校でいろんな意見を出してもらって、それを私たちも情報収集していき、次回この場で話し合っていかなければと思います。今日は大変に中味の濃い話し合いが出来たと思います。御協力ありがとうございました。
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